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議   事 

 

・第１号議案 令和７年度事業報告承認の件 

    

・第２号議案 令和７年度収支決算報告承認の件 

 

・第３号議案 令和８年度事業計画承認の件 

 

・第４号議案 令和８年度予算承認の件 

    

・第５号議案 令和８年度役員選出の件 
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令和７年度 全日本建設技術協会表彰 

（令和７年度役職） 

１．谷 口 功 労 賞 

山 田  毅  福島県土木部技監 

平成２年に入会以来、編集部長や常任委員を歴任するなど、協会員と

して積極的に協会活動に参画し、本地方協会の事業の推進及び発展に大

きく貢献されました。                                  

特に、東日本大震災以降は、常任委員や分会委員として卓越した行動

力と指導力を発揮し、県及び市町村会員の技術力を結集して迅速な復

旧・復興や避難地域の復興方針の策定に取り組まれるなど、県土の復興・

再生の推進に尽力されました。                                

また、編集部長在任中は、東日本大震災からの復旧・復興の取組や新

技術の紹介等を積極的に掲載し、建設技術者が県土の復興に果たした役

割を強くＰＲするなど、会員の社会的地位の向上や建設技術水準の向上

に貢献されました。            

 

２．東北地区建設技術協会連合会 会長賞 

 

鈴 木  由 起 彦  福島県土木部次長（道路担当） 

平成元年に入会以来、協会員として積極的に協会活動に参画され、方

部委員や分会委員を歴任されるなど、事業の円滑な推進および協会の運

営・発展に多大な貢献をされました。 

建設行政においては、福島県の道路施策の柱である「ふくしま道づく

りプラン」の策定や、県内外の連携・交流を支援する基幹的な道路をは

じめ、避難地域等の復興を支える「ふくしま復興再生道路」等の整備推

進に向け、熱心に若手技術者を指導しながら、自らも関係機関との調整

を精力的に進めるなど、福島県の復興・創生を支える道路ネットワーク

の構築に大きく貢献されました。 

また、時代の潮流を的確に捉え、将来を展望し、インフラの維持管理

の高度化・効率化に積極的に取り組まれ、長大トンネル等を一元的に監

視する集中監視体制を導入するなど、主に道路行政に全般にわたり尽力

されました。 
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星  剛  福島県土木部次長（建築担当） 

平成元年に入会以来、副会長をはじめとした当協会の役員を８年間務

められ、全建活動に熱意を持って取り組み、当協会の発展と技術の向上に

貢献されました。 

建設行政では、原子力災害で長期避難を余儀なくされた被災者向けの

「復興公営住宅」の整備や避難市町村の帰還者向けの災害公営住宅等の

代行整備に尽力されました。 

また、県有建築物においては、県警本部庁舎整備や福島県庁舎の耐震

化、郡山合同庁舎整備など本県の拠点となる施設の整備を指揮されました。 

さらに、地方創生に向けた新婚・子育て、移住・定住施策、カーボン

ニュートラルの実現を見据えた県有建築物の ZEB 化や木造化などの推進

に取り組み、福島の復興や地方創生に貢献されました。 

 

池 田  剛  郡山市建設構想部長 

平成元年に入会以来、本協会の活動に熱意を持って取り組み、地方協

会の発展と技術の向上、会員相互の親睦、後進の育成に大きく貢献されま

した。令和７年には副会長の役員を務め、協会の発展に尽力されました。 

また、建設技術の分野においてもその業績は顕著で、特に河川部門や

下水道部門、道路建設部門に対する造詣が深く、郡山市のまちづくりに行

政手腕を発揮し、多くの功績を残されました。 

さらに、郡山市都市構想部長を務められた際には、市街地調整区域の

規制緩和や郡山市建設構想部長を務められた際には、JR 郡山駅前渋滞解

消に向けた西口ロータリー改修、駅前広場の整備に指導力を発揮されま

した。 

 

鈴 木  喜 代 一  二本松市建設部長 

平成２年に入会以来、編集部員・副会長の役員を務め、全建活動に熱意

を持って取り組み、地方協会の発展と技術の向上に貢献されました。 

また、建設部長として、道路・河川行政の主要計画である国土強靭化地

域計画、橋梁長寿命化計画、洪水・土砂災害ハザードマップなどを卓越し

た技術力で取りまとめ上げ、さらに市道 北戸沢線の早期開通に向け尽力

されました。 

このほか、中心市街地活性化基本計画、景観まちづくり計画の策定など

広く都市計画にも携わり尽力されました。 
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小 針  成 次  須賀川市建設部長 

昭和６３年に入会以来、全建活動に熱意を持って取り組むとともに、副

会長や編集部員の役職を務め、地方協会の発展と技術の向上に貢献され

ました。 

また、建設部長として、道路・河川行政の主要事業である笹平川総合流

域防災事業や雲水峯大橋架替事業、都市計画道路関下一里坦線整備事業

などを推進し、安全で安心な生活の基盤となるインフラ整備に尽力され

ました。 

さらに、須賀川駅新駅舎の整備に伴う須賀川駅西地区都市構造再編集

中支援事業による東西自由連絡通路整備や駅前広場の整備においても、

卓越した技術力で事業の推進に尽力され、良好で快適な都市基盤の提供

に貢献されました。 

このほか、須賀川市営住宅長寿命化計画、須賀川市空家等対策計画、須

賀川市緑の基本計画などの須賀川市のまちづくりに関する計画策定に尽

力されました。 

 

３．全  建  功  労  賞 

 （１）授 賞 基 準 １ 号 関 係 

高 坂  宏 哉  福島県県北流域下水道建設事務所長 

事務局長や各委員を歴任し協会の運営や活動の活発化に尽力されま

した。また、東日本大震災後の復興創生期間において、県庁道路整備課

や出先機関で復興再生道路など避難住民の帰還や復興を支える道路の

整備を推進し福島県の震災からの復興に貢献されました。 

 

（２）授 賞 基 準 ２ 号 関 係 

草 野  雄 一  福島県技術管理課長 

長年、道路事業に従事し、東日本大震災後は、被災地の復旧・復興を

支援する道路網の整備に尽力されました。また、土木等の技術基準や入

札制度にも精通し幅広く土木行政に貢献されました。 

 

秋 山  嘉 文  福島県砂防課長 

道路、港湾、砂防など幅広く土木行政に携わり、あぶくま高原道路や、

小名浜道路などの基幹的な道路の整備や、東日本大震災で被災した港湾

の復旧、土砂災害警戒区域の指定に尽力されました。 
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安 藤  淳 也  福島県企業局いわき事業所長 

福島県内初（県管理）の自動車専用道路「あぶくま高原道路」の建設

から管理に携わり道路行政の発展に貢献され、東日本大震災では原発事

故に伴う避難区域内等を含め復興復旧に尽力されました。 

 

紺 野  文 康  福島市都市政策部長 

都市・交通行政の先頭に立ち、都市計画道路、公園の整備のほか、公

共交通の充実や東北中央自動車道の整備促進など、本市の都市づくりに

大いに尽力されました。 

 

４．長期会員賞（入会 20年） ２２名                   (50音順) 

天野 康史 伊賀 貴幸 石幡 雅弘 石森 大輔 伊藤 勝紀 

小野 崇広 鎌田 和久 川島 慎治 管野 和典 岸 竜雄 

木幡 隆 齋藤 太一 齋藤 将人 三瓶 信人 高橋 栄二 

高橋 克嘉 武内 功 丹野 勇弥 中村 太郎 廣瀬 正幸 

廣田 敬二 矢吹 武之    

 

５．全 建 賞 

○安積中高一貫校整備事業・・・福島県 

隣接する重要文化財旧福島県尋常中学校本館の外壁と屋根の形態を新校舎に取り込

み、モックアップ等の検証を経たコンクリート打放しの壁や傾斜した床スラブにより多

様な居場所を創出するとともに、TCC 床の採用による工期短縮やコスト縮減等、歴史と

の対話と技術的合理性を両立させた。 

 

○主要地方道いわき上三坂小野線 小名浜道路整備事業・・・いわき建設事務所、東日本高

速道路株式会社東北支社いわき工事事務所、いわき市 

ふくしま復興再生道路として重要港湾小名浜港と常磐自動車道を結ぶ延長約 8キロの

自動車専用道路を整備し、所要時間を約 30 分から 13 分に大幅短縮するとともに、高速

道路を跨ぐ橋梁には多軸式特殊台車による一括架設工法を採用し供用路線への影響を最

小限に抑え、YouTube等を活用した広報にも努めた。 

 

○双葉駅東地区商業施設建設工事（その１）・・・双葉町 

避難指示が発令された自治体で町内居住再開が最も遅い双葉町において、民設民営が

困難な状況のもと公設民営方式で住民の生活環境向上と帰還促進を目的とした商業施設

を整備するとともに、将来のまちづくりを見据えた大屋根広場の併設等、駅前のにぎわ

い創出と住民の集いの場を形成した。 
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令和７年度 福島県建設技術協会表彰 

（令和７年度役職） 

１．福 建 会 員 顕 彰 

田 中  剛   福島県企業局いわき事業所施設管理課長 

福島県が目指す脱炭素社会の構築に向けて、県有建築物

における具体的な取り組みとなる「ＺＥＢ化」について、

新たなガイドラインの策定や、初めてとなる既存建築物の

ＺＥＢ化改修に主導的な役割で携わるなど、「福島県２０

５０年カーボンニュートラル」の実現に向けた福島県の取

り組みを先導して実践されました。 

企業局いわき事業所への配属を機に、県のカーボンニュ

ートラルへの取り組みを更に推進させるため、県関係部署

（環境共生課、営繕課）と調整のうえ、汎用性が高い規模

であるいわき事業所を先行事例として、既存建築物のＺＥ

Ｂ化を県有施設として初めて実現させたことに加えて、県

の機関や市町村、事業者などに、積極的に説明会を開催す

るなど、事業者や行政が一体となったカーボンニュートラ

ルに係る「オール福島」の取り組みを積極的に実践されま

した。 
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≪第 1号議案≫ 

令和７年度事業報告承認の件 

実施年月日 事                  項 

R7.6.1 

 

 

 

 

 

7.6.27 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7.7 

  

7.8 

 

7.10  

 

7.11.19 

 

 

 

 

R8.2.6 

 

 

8.3  

 

8.3  

令和７年度 福建通常総会(書面開催) 

令和７年度役員 

会 長 芳賀 英幸 

副 会 長 馬場 靖、加藤 敏史、栗田 豊己、池田 剛 

会計監事 上田 亨、佐藤 敬 

 

第６６回 全建定時社員総会 

於：アルカディア市ヶ谷（東京都） 

出席者：中村副事務局長 

小 澤 賞：吉田 伸明 

全建功労賞 

第１号：玉川 善徳 

第２号：近内 剛、大槻 武文、森 雅彦 

長期会員賞：７名 

全 建 賞：  

・双葉町駅西地区災害公営住宅等整備事業（福島県、双葉町） 

・福島県立ふたば支援学校移転新築工事（相双建設事務所） 

・夫沢地区公共災害復旧事業（再生・復興）（富岡土木事務所） 

 

「建設ふくしまニュース No.87」を発行 

 

令和 6 年度退会者へ福建功労賞表彰状送付 退職者 19 名 

 

「２０２５会員名簿」を発行 

 

令和７年度 東北地区建設技術協会連合会総会、表彰式及び意見交換会 

於：エスポワールいわて（岩手県盛岡市） 

東北地区建設技術協会連合会長賞 

大竹 和彦、髙萩 俊、渡邉佳文 

 

令和７年度 ふくしまの未来を拓く業務発表会 

於：キョウワグループ・テルサホール（福島市） 発表者 17 名 

 

「建設ふくしま vol.１４６」を発行 

 

派遣職員への御礼 記念品贈呈 

 福島県土木部  3 名 

 市町村    10 名 
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Ⅰ 組 織 部 

 1．会員名簿の作成 300部 

 2．全建長期会員表彰者の推薦 22名 

 3．福建会員管理 

 4．福建「功労賞」表彰 19名 

  

Ⅱ 調 査 部 

 1. 技術力向上に対する支援 

   技術資格取得支援金支給 計 19 件 

 

Ⅲ 事 業 部 

 1．方部別助成 

     技術向上のための現場見学会（相馬市） 

     会員相互の親睦事業 3 件（喜多方方部） 

     建設行政に関する宣伝啓発（いわき方部） 

 2．文化事業方部助成 

   道路の美化活動（相双方部） 

 

Ⅳ 編 集 部 

 1. 機関誌発行 

   「建設ふくしま vol.146」の発行 R8.3 1,490部 

   「建設ふくしまニュース№87」の発行 R7.7（ＨＰ掲載） 

 

Ⅴ 研 修 部 

１．令和７年度 ふくしまの未来を拓く業務発表会 

日 程：令和 8年 2月 6日（金）  

会 場：キョウワグループ・テルサホール（福島市） 発表者 17名  

 

Ⅵ 事 務 局  
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Ⅶ 講習会及び海外研修 

 1．建設技術講習会（全建主催） 

日   程 

（現場研修） 
開 催 地 回 数 と テ ー マ ・ 概 要 

参 加 者 数 

県 

市

町

村 

関

係

機

関 

８月２７日  

  ２８日  

（ ２９日） 

青 森 県 

青 森 市 

第７１３回 

これからのインフラの維持管理・更新 
７ ０ １ 

９月１０日  

  １１日  

（  １２日） 

香 川 県 

高 松 市 

第７１４回 

道路行政の課題、港湾・漁港行政の課題 
１０ ０ ０ 

１０月 １日  

 ２日  

（   ３日） 

山 梨 道 

甲 府 市 

第７１５回 

公共工事の品質確保と入札契約の適正化 
１ ０ ０ 

１０月２２日  

   ２３日  

（  ２４日） 

埼 玉 県 

さいたま市 

第７１６回  

これからの公共事業と建設技術者のあり方 
５ ０ ０ 

１１月 ５日  

   ６日  

（   ７日） 

岐 阜 県 

岐 阜 市 

第７１７回 

上水道行政の課題・下水道行政の課題 
４ ０ ３ 

１１月２６日  

   ２７日  

（  ２８日） 

和歌山県 

和歌山市 

 

第７１８回  

都市行政の課題・河川行政の課題 
７ ０ ０ 

１２月１０日  

１１日  

(  １２日） 

長 崎 県 

長 崎 市 

第７１９回 

i-construction とインフラ分野のＤＸ 
１２ ０ ０ 

１月１４日  

   １５日  

（  １６日） 

宮 崎 県 

宮 崎 市 

第７２０回  

工事積算（土木・建築）の動向と i-Construction の取組 
９ ０ ０ 

１月２８日  

 ２９日  

（  ３０日） 

奈 良 県 

奈 良 市 

第７２１回  

災害に強い安全な国土づくり 
１０ ０ ０ 

２月１８日  

   １９日  

（  ２０日） 

岡 山 県 

岡 山 市 

第７２２回  

災害復旧 
８ ０ ０ 
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2．実地研修会（全建主催） 

日  程 

（現場研修） 
開 催 地 回 数 と テ ー マ ・ 概 要 

参 加 者 数 

県 

市

町

村 

関

係

機

関 

６月 ５日  

   ６日  

兵 庫 県 

神 戸 市 
明石海峡大橋 ２ ０ ０ 

７月 ３日  

   ４日  

宮 城 県 

仙 台 市 
東日本大震災の復興と現状 １ ０ ０ 

９月１８日  

  １９日  

神 奈 川 県 

横 浜 市 
横浜環状南線の整備と東京湾アクアラインの維持管理 １ ０ ０ 

１０月 ９日  

１０日  

新 潟 県 

新 潟 市 
 大河津分水路改修事業 ０ ０ ０ 

１１月１３日  

   １４日  

広 島 県 

広 島 市 
平成 30 年 7月豪雨災害からの復旧・復興 ０ ０ ０ 
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≪第 2号議案≫ 

令和７年度収支決算報告承認の件 

 

一 般 会 計 

収 入 の 部 

（単位：円） 

費   目 ７年度予算 ７年度決算 増   減 摘  要 

会 費 

 

現 年 度 

11,994,000 

 

11,821,250 

 

 △172,750 

 

繰 越 金 

 

令和６年度繰越金 

3,992,791 

 

3,992,791 

 

0 

 

 

雑 収 入 

 

雑 収 入（※１） 

400,000 

 

0 

 

△400,000 

 

本 部 助 成 金 

 

全建本部助成金等 

400,000 

 

344,986 

 

△55,014 

 

雑 費 

 

銀 行 利 子 

18 

 

6,328 

 

6,310 

 

一般会計合計 16,786,809 16,165,355 △621,454  

（※１） 伝承プロジェクト講師派遣旅費 
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支 出 の 部                          （単位：円） 

費   目 ７年度予算 ７年度決算 増   減 摘  要 

事   務   費 

人  件  費 

旅 費 

通 信 費 

備 品 購 入 費 

消 耗 品 費 

印 刷 製 本 費 

管 理 経 費 

4,660,000 

4,050,000 

230,000 

250,000 

0 

100,000 

0 

30,000 

4,517,774 

4,083,932 

209,480 

179,110 

0 

30,488 

0 

14,764 

△142,226 

33,932 

△20,520 

△70,890 

0 

△69,512 

0 

△15,236 

 

予備費より
流用 

会   議   費 

総 会 費 

諸 会 議 費 

290,000 

210,000 

80,000 

0 

0 

0 

△290,000 

△210,000 

△80,000 

 

事   業   費 

組 織 部 

調 査 部 

事 業 部 

編 集 部 

研 修 部 

事 務 局 

4,696,805 

1,250,000 

200,000 

1,080,000 

1,646,805 

120,000 

400,000 

3,102,948 

1,014,200 

95,000 

237,007 

1,646,805 

109,936 

0 

△1,593,857 

△235,800 

△105,000 

△842,993 

0 

△10,064 

△400,000 

 

 

 

 

予備費より
流用 

会      費 

本 部 会 費 

東北地区連合会費 

5,322,480 

5,292,480 

30,000 

5,305,830 

5,275,830 

30,000 

△16,650 

△16,650 

0 

 

雑      費 160,000 0 △160,000  

海 外 研 修 費 0 0 0  

予 備 費 1,557,524 0 △1,557,524  

震 災 関 連 費 100,000 22,550 △77,450  

合   計 16,786,809 12,949,102 △3,837,707  

  

令和７年度福島県建設技術協会収支決算書 

歳入決算額          16,165,355 

歳出決算額          12,949,102 

差引残高（令和８年度繰越金）   3,216,253 
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（１）  組織部   

（単位:円） 

 （４）  編集部   

（単位:円） 

内     容 決 算 額  内     容 決 算 額 

会員名簿作成    300 部 930,600  
原稿依頼 

（原稿寄稿御礼 図書券） 
16,000 

会員顕彰費       0 名 0  
｢建設ふくしま｣Vol.146 

発行部数 1,490 部 
1,630,805 

福建功労賞     19 名 83,600  切手代（見積依頼） 0 

合   計 1,014,200  合   計 1,646,805 

     

（２）  調査部   

（単位:円） 

 （５）  研修部   

（単位:円） 

内     容 決 算 額 
 

内     容 決 算 額 

技術力向上に対する支援 
・技術資格取得支援金 

19 件 
95,000  

令和７年度  ふくしまの未

来を拓く業務発表会 
109,936 

合   計 95,000  合   計 109,936 

     

（３）  事業部   
（単位:円） 

 （６）  事務局   
（単位:円） 

内     容 決 算 額 
 

内     容 決 算 額 

方部別助成      5 事業 234,357  
伝承プロジェクト 

講師派遣 
0 

文化事業助成金  2 事業 2,650     

合   計 237,007  合   計 0 
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令和７年度福島県建設技術協会収支決算書 

 

歳入決算額   16,165,355 円 

 

歳出決算額   12,949,102 円 

 

差 引 残 高    3,216,253 円 

 

翌年度繰越額    3,216,253 円 

 

 

 

 令和８年５月１２日 

 

福島県建設技術協会会長 

 

 

 

令和７年度会計監査報告 

 

 福島県建設技術協会の令和 7 年度歳入歳出決算について、諸帳簿並びに金銭出納処理を

５月１２日に監査したところいずれも適正であり、決算のとおり相違ないことを認めま

す。 

 

令和８年５月１２日 

 

福島県建設技術協会 

会計監事  上田 亨 

会計監事  佐藤 敬 
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≪第３号議案≫ 

令和８年度事業計画承認の件 

 

Ⅰ 組  織  部 

 1．会員名簿の作成 300部 

 2．全建長期会員表彰者の推薦 

 3．福建会員管理 

 4．会員顕彰 

 5．東北地区建設技術協会連合会 広報・技術研鑽奨励賞の報告 

 

Ⅱ 調  査  部 

1．技術力向上に関する支援 

技術資格取得支援金、体験記謝礼等 

 

Ⅲ 事  業  部 

 1．方 部 別 助 成  方部別開催事業の助成、震災復興に関する活動 

 2．文化事業方部助成  地域貢献、ボランティア活動への助成 

 

Ⅳ 編  集  部 

1．機関誌発行 

「建設ふくしま vol.１４７」の発行 R9.3 1,500部 

「建設ふくしまニュース№８８」の発行 R8.7（HP掲載） 

 

Ⅴ 研  修  部 

1．ふくしまの未来を拓く業務発表会 R9.2 

 

Ⅵ 事  務  局 

1．「伝承プロジェクト」の実施 
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Ⅶ 令和８年度建設技術講習会及び実地研修会 

※建設技術講習会・研修会の開催内容については変更となる場合があります。 

 

 1．建設技術講習会（全建主催） 

日 程 

（現場研修） 
開 催 地 回 数 と テ ー マ ・ 概 要 

８月１９日  

  ２０日  

（  ２１日） 

秋 田 県 

秋 田 市 

第７２３回 

工事積算（土木・建築）の動向と i-Construction の取組 

９月 ２日  

  ３日  

（   ４日） 

宮 城 県 

仙 台 市 

第７２４回 

災害に強い安全な国土づくり 

９月１６日  

１７日  

（  １８日） 

新 潟 県 

新 潟 市 

第７２５回 

これからの公共事業と建設技術者のあり方 

１０月 ７日  

   ８日  

（   ９日） 

島 根 県 

松 江 市 

第７２６回  

公共工事の品質確保と入札契約の適正化 

１０月２１日  

  ２２日  

（  ２３日） 

三 重 県 

津 市 

第７２７回 

道路行政の課題、港湾・漁港行政の課題 

１１月１１日  

   １２日  

（  １３日） 

佐 賀 県 

佐 賀 市 

第７２８回  

これからのインフラの維持管理・更新 

１１月２５日  

２６日  

(  ２７日） 

愛 媛 県 

松 山 市 

第７２９回 

都市行政の課題・河川行政の課題 

１月１３日  

   １４日  

（  １５日） 

東 京 都 

練 馬 区 

第７３０回 

i-construction とインフラ分野のＤＸ 

１月２７日  

 ２８日  

（  ２９日） 

熊 本 県 

熊 本 市 

第７３１回  

上水道行政の課題・下水道行政の課題 

２月１７日  

   １８日  

（  １９日） 

京 都 府 

京 都 市 

第７３２回  

災害復旧 
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2．実地研修会（全建主催） 

日 程 

（現場研修） 
開 催 地 回 数 と テ ー マ ・ 概 要 

６月 ４日  

   ５日  

兵 庫 県 

神 戸 市 
明石海峡大橋 

６月１７日  

１８日  

福 島 県 

楢 葉 町 
東日本大震災の復興と現状 

７月 ２日  

  ３日  

石 川 県 

金 沢 市 
令和６年能登半島地震からの復旧・復興 

７月１６日  

１７日  

埼 玉 県 

さいたま市 
 八潮道路陥没事故・首都圏外郭放水路 

１０月２９日  

   ３０日  

新 潟 県 

新 潟 市 
大河津分水路改修事業 

 

 

3．河川・道路管理等に関する講習会（東北地区連合会主催） 

日 時：令和８年度第３四半期（予定）WEB 開催 
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≪第４号議案≫ 

令和８年度予算承認の件 

令和８年度予算（案） 

 

一 般 会 計 

 収 入 の 部                          （単位：円） 

費   目 令和８年度予算 令和７年度当初予算 増  減 摘  要 

会      費 

 
11,740,000 11,994,000 △254,000  

繰 越 金 

令和７年度繰越金 
3,216,253 3,992,791  △776,538 

 

雑 収 入 

雑 収 入（※１） 
400,000 400,000 0 

 

本 部 助 成 金 

全建本部助成金等 
400,000 400,000 0  

雑 費 

銀 行 利 子 等 
6,328 18 6,310  

合   計 15,762,581 16,786,809 1,024,228  

（※１）伝承プロジェクト講師派遣旅費 

 

会員数（R8.4 現在）  

  正 会 員      1,168 人×9,000 円／年＝10,512,000 円 

  準 会 員（80 歳未満） 228 人×5,000 円／年＝ 1,140,000 円 

  準 会 員（80 歳以上） 44 人×2,000 円／年＝    88,000 円 

   合 計      1,440 人         11,740,000 円  

 

R7.4 からの会員数変動 

  正 会 員    1,168 人（R8.4）－1,192 人（R7.4）   24 人減 

  準 会 員     272 人（R8.4）－ 282 人（R7.4）   10 人減    

   合 計                        34 人減 
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支 出 の 部                           （単位：円） 

費   目 令和８年度予算 令和７年度当初予算 増  減 摘 要 

事  務  費 4,710,000 3,810,000 900,000  

人  件  費 4,100,000 3,200,000 900,000 （※２） 

旅     費 230,000 230,000 0  

通  信  費 250,000 250,000 0  

備 品 購 入 費 0 0 0  

消  耗  品  費 100,000 100,000 0  

印 刷 製 本 費 0 0 0  

管  理  経  費 30,000 30,000 0  

会  議  費 290,000 290,000 0  

総  会  費 210,000 210,000 0  

諸  会  議  費 80,000 80,000 0  

事  業  費 4,705,000 4,675,000 30,000  

組  織  部 1,155,000 1,250,000 △95,000 （※３） 

調  査  部 200,000 200,000 0  

事  業  部 1,080,000 1,080,000 0  

編  集  部 1,750,000 1,625,000 125,000 （※４） 

研  修  部 120,000 120,000 0  

事  務  局 400,000 400,000 0  

会     費 5,215,920 5,322,480 106,560  

本  部  会  費     5,185,920     5,292,480 106,560 （※５） 

東北地区連合会費 30,000 30,000 0  

雑     費 160,000 160,000 0  

海 外 研 修 費 0 0 0  

予  備  費 581,661 2,429,329 △1,847,668  

震 災 関 連 費    100,000    100,000 0  

記 念 事 業 費 0 0 0  

合        計 15,762,581 16,786,809 △1,024,228  

（※２）給与及び社会保険料等の増 

（※３）福島県建設技術協会「功労賞」廃止に伴う減 

（※４）「建設ふくしま」発行料の増 

（※５）会員数減に伴う減 
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（１）  組織部   

（単位:円） 

 （４）  編集部   

（単位:円） 

内     容 予 算 額  内     容 予 算 額 

会員名簿作成費 300部 1,075,000  
原稿依頼 40名 

（原稿寄稿御礼図書ｶｰﾄﾞ） 
20,000 

会員顕彰費 80,000  
｢建設ふくしま」発行 

vol.147発行部数 1,500部 
1,725,000 

合   計 1,155,000  雑費（切手代） 5,000 

   合   計 1,750,000 

     

（２）  調査部   

（単位:円） 

 （５）  研修部   

（単位:円） 

内     容 予 算 額 
 

内     容 予 算 額 

技術力向上に関する支援 

・技術資格取得支援金 

・技術資格取得体験記原稿 

謝礼 等 

200,000  
令和８年度ふくしまの未来

を拓く業務発表会 
120,000 

合   計 200,000  合   計 120,000 

     

（３）  事業部   
（単位:円） 

 （６）  事務局   
（単位:円） 

内     容 予 算 額 
 

内     容 予 算 額 

方部別親睦事業 

 9 方部への助成 
900,000  「伝承プロジェクト」実施 400,000 

文化事業助成金 180,000  合   計 400,000 

合   計 1,080,000    
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≪第５号議案≫ 

 

令和８年度役員選出の件 

 

（案） 

 

会  長   福島県土木部次長（道路担当）    阿部  弘明 

 

副 会 長      福島県土木部道路整備課長      丸山  泰人 

 

副 会 長      福島県土木部建築住宅課長      大和田 茂憲 

 

副 会 長      福島県南会津建設事務所長      伏 見  聡 

 

副 会 長      福島市建設部長           末永  栄司 

 

会計監事      福島県土木部下水道課長       猪 狩  洋 

 

会計監事      福島県喜多方建設事務所長      遠藤  恒司 
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福島県建設技術協会諸規定 
1.福島県建設技術協会規約 

2.福島県建設技術協会細則 

3.福島県建設技術協会事務処理規定 

4.建設技術調査研究実施要領 

5.福島県建設技術協会図書購入補助事務取扱要領 

6.福島県建設技術協会特別委員会設置要領 

7.海外等技術研修の運営規約 

8.福島県建設技術協会「功労賞」表彰規定 

9.福島県建設技術協会会員顕彰要領 

10.福島県建設技術協会技術資格取得支援要領 

11. 東北地区建設技術協会連合会 広報・技術研鑽奨励賞 

  福島県建設技術協会選考・決定要領 

12.福島県建設技術協会機構図 

 

１．福島県建設技術協会規約 

昭和 52年 7月 23日改正 

昭和 53年 6月 17日改正 

昭和 57年 6月 26日改正 

昭和 58年 7月 2日改正 

昭和 59年 7月 14日改正 

昭和 60年 7月 13日改正 

昭和 62年 7月 4日改正 

昭和 63年 6月 11日改正 

平成 元年 7月 15日改正 

平成 2 年 6月 16日改正 

平成 4 年 6月 20日改正 

平成 7 年 6月 9日改正 

平成 8 年 7月 12日改正 

平成 9 年 6月 13日改正 

平成 10年 6月 12日改正 

平成 12年 6月 9日改正 

 

平成 13年 6月 15日改正 

平成 15年 6月 6日改正 

平成 17年 6月 10日改正 

平成 18年 6月 9日改正 

平成 19年 9月 3日改正 

平成 20年 6月 6日改正 

平成 21年 6月 5日改正 

平成 22年 7月 23日改正 

平成 23年 1月 14日改正 

平成 23年 8月 10日改正 

平成 24年 5月 10日改正 

平成 25年 5月 31日改正 

平成 27年 6月 5日改正 

平成 28年 5月 27日改正 

令和 5年 5月 31日改正 

令和 7年 5月 31日改正 
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第 1 章 総   則  

（目  的） 

第 1 条 本会は、会員相互の親睦を図るととも

に建設技術関係者の技術の向上及び、社会的

地位の向上を図り、また建設行政の進展に資

するを目的とする。 

（名  称） 

第 2 条 本会は、福島県建設技術協会と称し、

事務所を福島県土木部内におく。 

（事  業） 

第 3 条 本会はその目的を達成するために次の

事業を行う。 

(1)建設技術水準の向上、建設技術関係者の社会

的地位の向上及び処遇改善に関する調査研

究、建議並びに宣伝啓発 

(2)研究会、講習会、見学会及び講演会等の開催 

(3)機関誌、図書その他印刷物の刊行及び斡旋 

(4)会員相互の親睦及び厚生に関する事業 

(5)その他本会の目的を達成するため必要な事業 

 

第 2 章 会   員 

（会員の種類及び資格） 

第 4 条 会員は正会員、準会員とする。 

2．正会員は福島県及び福島県内市町村並びに

公社等の建設技術職員とする。 

3．準会員は正会員の資格を失った者のうちか

ら本会の目的に賛同し、かつ協力する者。 

（入会） 

第 5 条 会員となるには、入会の申込を行い、

会長の承認を受ける。 

（退会） 

第 6 条 退会しようとする者は会長に通知し、

その際会費は完納するものとする。 

（会費） 

第 7 条 正会員は 1 ヵ月 750 円、準会員のうち

会計年度の前年の４月１日現在で 80 歳未満の

会員は 1 ヵ年 5000 円、80歳以上の会員は 2000

円とする。 

ただし正会員の納入金には全日本建設技術協

会会費を含むものとする。 

 

第 3 章 役   員 

（役員の種類） 

第 8 条 本会には次の役員をおく。 

   会長 1 名 

   副会長 4 名 

   常任委員 27 名 

   方部委員 9 名 

   方部役員 8 名（準会員） 

   分会委員 分会毎に 1 名 

   会計監事 2 名 

2．会長、副会長及び会計監事は前会長、前副会長、

前会計監事の推薦により総会で決定する。 

3．常任委員は本庁 3 名、建設事務所、小名浜港湾

建設事務所、相馬港湾建設事務所、県北流域下

水道建設事務所、県中流域下水道建設事務所、

福島空港事務所、富岡土木事務所、各 1 名及び

福島市役所、郡山市役所、二本松市役所、南相

馬市役所、須賀川市役所、会津若松市役所、ふ

くしま市町村支援機構、出納局、企業局、下水

道公社各 1 名としそれぞれの会員のうちから

選出する。 

4．方部委員は分会委員の中から相互により定め

るものとし、本庁並びに各建設事務所単位に 1

名とする。 

5．方部役員は準会員の中から各建設事務所単位に

1 名とし、会長が委嘱する。 

6．分会委員は各分会毎に会員の中から互選によ

り定める。分会とは県庁土木部の総室（ただし、

土木総室と企画技術総室は 2 総室で 1 分会）、

企業局、出納局、建設事務所、土木事務所、特
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設事務所、公社、ふくしま市町村支援機構及び

市町村とする。 

（役員の任期） 

第 9 条 役員の任期は 1 ヵ年とし、再任をさまた

げない。 

2．役員に欠陥を生じ、補充により就任した役員

の任期は前任者の残任期間とする。 

（役員の任務） 

第 10 条 会長は本会を代表し会務を総理する。 

2．副会長は会長を補佐し会長が事故ある時はそ

の職務を代理する。 

3．会計監事は本会の会計を監査する。 

 

第 4 章 会  議 

（会議の種類） 

第 11 条 本会には次の会議を設ける。 

     総   会 

     常任委員会 

（総会の種類及び開催） 

第 12 条 総会は通常総会及び臨時総会とする。 

2．通常総会は年 1 回開催し臨時総会は会員の 5

分の 1 以上又は常任委員会の議決により会議

の目的たる事項を示し請求があったとき、若

しくは会長が必要と認めたとき開催する。 

（総会の権限） 

第 13 条 総会は次の事項を決議する。 

（1）規約の変更 

（2）会長、副会長、会計監事の選任及び解任 

（3）事業計画の決定 

（4）予算及び決算の承認 

（5）解散 

（6）その他会長が附議すべきものと認めた事項 

（常任委員会の構成及び開催） 

第 14 条 常任委員会は、常任委員で構成し常任

委員の 3 分の 1 以上から会議の目的たる事項

を示して請求があった時、又は会長が必要と

認めた時に会長が招集する。 

（常任委員会の権限） 

第 15 条 常任委員会は次の事項を行う。 

（1）総会の議決を要するもので、緊急を要し会長

が総会を招集し議決を得ることが不可能と

認めた事項の議決 

（2）総会の議決事項以外の議決 

（3）総会に附議すべき事項の審議 

（4）会計運営上の重要事項についての会長の諮

問に対する答申 

（5）その他会長が必要と認めた事項の審議 

（方部委員会、方部役員会の開催及び権限） 

第 16 条 方部委員会、方部役員会は各方部の方

部委員、方部役員を以って構成し必要に応じ

会長が招集する。 

2．方部委員会、方部役員会は方部的問題の協

議研究並びに総会及び常任委員会の附議事

項の審議又は建議を行う。 

（会議の成立及び議決） 

第 17 条 総会は、会員の 2 分の 1、常任委員会は

委員の 3 分の 1 以上の出席がなければ成立し

ない。 

2．いずれの会議も議長は出席者の中より互選

し、議事は出席者の過半数を以って決定し

可否同数の場合は議長がこれを決する。 

3．いずれの会議も委任状を以って議決権を行

使することができる。 

4．本条第 1 項の総会については、会員の委任

状の提出を以って出席したものとみなし成

立することができる。 

 

第５章 運  営 

（執行部の機構及び委嘱） 

第 18 条 本会の事業を運営するために組織部、

調査部、事業部、編集部及び研修部をおく。 

2．それぞれの部長、副部長及び部員は、会長
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が委嘱する。 

（部の分担及び執行） 

第 19 条 各部の部長は、会長の命により次の事

業を執行する。 

（1）組織部 

会員の獲得及び会員名簿の整備を図ると

共に、会員の意見の調整並びに会員名簿の

発行及び図書の斡旋 

（2）調査部 

建設技術水準の向上、建設技術関係者の

社会的地位の向上及び処遇改善、調査研究、

建議並びに宣伝啓発 

（3）事業部 

研究会、講習会、講演会又は会員相互の

親睦及び厚生に関する事業への企画開催 

（4）編集部 

機関誌、図書その他印刷物の刊行及び発

送 

（5）研修部 

会員の技術水準の向上並びに研究意欲の

喚起を図るための研修会及び講習会の企画 

開催 

2．夫々の副部長は部長を補佐し、部員は事業に

従事する。 

第６章 資産及び会計 

（資  産） 

第 20 条 本会の資産は、次の各号により構成さ

れる。 

（1） 会  計 

（2） 寄付金品 

（3） 事業に従う金品 

（4） 資産から生ずる収入 

（5） その他の収入 

2．本会の経費は資産を以って支弁する。 

（会計年度） 

第 21 条 本会の会計年度は毎年 6 月 1 日に始ま

り翌年 5 月 31 日に終る。 

 

第７章 雑  則 

（事務局） 

第 22 条 本会に事務局をおく。 

 2．事務局は会長の指揮を受け本会の会計及び

庶務を処理する。 

 3．事務局長、副事務局長及び書記は会長が任免

する。 
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２．福島県建設技術協会細則 

（市町村分会） 

第 1 条 市町村の分会は会員 10 名以上の市町村

とし会員 10 名未満の市町村については各建設

事務所単位にまとめて 1 分会とする。 

（分会委員会） 

第 2条 分会委員会は各方部の分会委員を以って

構成し、各方部毎に方部委員が招集する。 

 2．分会委員会は各分会及び方部の問題を協議

研究する。 

（事務補助員） 

第 3条 事務補助員の雇用管理は次によるものと

する。 

 （1） 雇用規定は「福島県会計年度任用職員任

用等管理規定」に準ずる。ただし、退職手当は

勤続通算年数 1 年当り 10,000 円とする。 

 （2） 事務補助員は事務局に所属し、本会の事

務を補助する。 

（会費） 

第 4 条 納入した会費は返還しない。 

（退会） 

第 5 条 会員は次の場合退会する。 

 （1） 規約第 4 条、2 項、3 項の規定する 

資格を失ったとき。 

 （2） 退会の申出をしたとき。 

（事務局） 

第 6 条 事務局には次の帳簿をおく。 

 （1） 会員名簿 

 （2） 会計に関する帳簿 

 （3） 規約その他に関する帳簿 

2．事務局には局員の中から総務、会計の各担 

当主任をおく。 

3．会計主任は本協会の経理事務を行う。 

（特別委員会の設置） 

第 7 条 会長は別に定める「特別委員会設置 

要領」にもとづき特別委員会を設置 

することができる。 
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３．福島県建設技術協会事務処理規定 

平成 10 年 6 月 12 日改正 
平成 17 年 6 月 10 日改正 
平成 25 年 3 月 28 日改正 
平成 27 年 6 月 5 日改正 
平成 28 年 5 月 27 日改正 

1．方部別助成金 

イ．各方部が主催又は共催して行う、建設技術水

準の向上、建設行政に関する宣伝啓発、会員

相互の親睦及び厚生を目的とした事業（以下、

方部別事業という。）に対して方部助成金を交

付する。 

ロ．方部別助成金は、各方部の会員（正会員）数

を勘案して事業部で定める。 

ハ．方部別事業の計画は各方部において、準会員

の参加にも配慮して県及び市町村の正会員が

共同で策定する。 

ニ．各方部は方部別事業の計画及び実績について

事業部長に報告する。 

2．文化事業方部助成金 

 イ．本協会員が参加して行う方部の文化事業に

対して文化事業方部助成金を交付する。 

 ロ．文化事業とは、地域貢献を目的として主催

もしくは共催する事業及び奉仕活動（ボラン

ティア活動）をいう。 

 ハ．１文化事業の参加人数は概ね 10 名上とする

が、事業主体である各方部の会員数も勘案し

て判断する。 

 ニ．文化事業方部助成金は１人当たり 1,000 円

を上限に助成し、会場借り上げ費用等として

1事業当たり 10,000円を上限として助成でき

るものとする。 

ホ．文化事業方部助成金は様式「文化事業助成申

請書」にて方部委員より会長に申請するもの

とする。（様式は事業部にあります） 

3．謝礼、原稿料 

イ．本協会主催の講習会、講演会、研修会、見学

会、映画会等において、講演又は説明を行っ

た者に対してその行事 1 回毎に下記により謝

礼を呈する。 

 （1） 非会員（講演時間 1 時間当り） 

     会長と協議のうえ決定する。 

 （2） 会員（講演時間 1 時間当り） 

     2,000 円程度又は同等の記念品 

ロ．本協会又は全建関係の刊行物に記事、その他

を提供した者に対して、500 円～1,000 円程度

の範囲で原稿料又は記念品を呈する。 

   但し、通常業務の一環である場合はこの限

りではない。 

4．入会及び退会 

イ．入会申込書の様式は次のとおりとする。 

ロ．退会通知書の様式は次のとおりとする。 
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ハ．過去３ヶ年にわたり会費未納の会員につ

いて、３年目の会費納入期日までに入金が

ない場合、又は、会費納入通知が宛先不明

で返送された場合は、その時点をもって退

会とする。 

5．重傷見舞及び香料 

 イ．対    象 

   本協会の会員が重傷を被った場合又は

死亡した場合。 

 ロ．見舞金及び香料の標準 

（1）重傷見舞金 

   5,000 円以内 

  （2）死亡した場合の香料 

      10,000 円以内 

  （3）死亡した場合の献花 

     会長の認める額 

  （4）その他特に配慮の必要がある場合は別

に会長の決定による。

 

  （5）重傷に対する見舞い金を贈ったのち死

亡した場合は、死亡に対する見舞金か

ら重傷に対する見舞金を差引いた額

を贈る 

（6）重傷の範囲は本部規定に準ずる。 

ハ．該当事項の要請 

   方部委員は本規定による見舞の必要を 

  認めたときは次の事項を明記し会長に 

  要請するものとする。 

（1）ロに該当する者の所属、役職、氏名、年令、

入会年月日 

（2）ロに該当する事項の発生した日時、場所及

び経過 

（3）死亡の場合は死亡診断書、重傷の場合は該

当級号を明記した診断書 

二．時  効 

  見舞金を受ける権利は該当事由発生後 6ヶ

月以内とする。 
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４．建設技術調査研究実施要領 

平成 18 年 6 月 9 日改正 

１．この建設技術調査研究は、グループ又は個人

で実施するものとする。 

２．この建設技術調査研究は、一つのテーマにつ

いて研究しながら、会員相互の親睦、技術の

向上と研究意欲の増進を図ることを目的とす

る。 

３．メンバーは、所属長の承認を得るものとする。 

４．このグループには、リーダー、サブリーダー

と書記を置き、グループの中から互選する。 

５．リーダーは、グループを総括運営し、サブリ

ーダーはリーダーを補佐し、リーダーが事故

ある時は代行する。 

 書記は会議の内容を記録する。 

６．研究会の開催は、リーダーが招集し実施する。

又、研究テーマに関連して専門家又は経験者

の出席を求めて意見を聞くことができるもの

とする。 

７．研究テーマは、グループ又は個人で選定する。 

８．研究会の運営費は、福建研修部が経理する。 

９．研究結果は、リーダーから福建会長に報告し、

福建研修部から福建会員に広報する。 

10．メンバーは、研究会に積極的に出席する義務

を負う。 

５．福島県建設技術協会図書購入補助事務取扱要領 

平成 17年 6月 10日廃止 

 

６．福島県建設技術協会特別委員会設置要領 

１．設   置 

  協会長は、重要な事業計画について、調査、

研究、企画、計画等を行わせるため、特に必

要があると認めるときは、次に掲げる事項

を定めて、特別委員会を設置する。 

 （1） 名   称 

 （2） 課   題 

 （3） 設 置 期 間 

 （4） 構成員の数 

 （5） 庶務を担当する部局 

 （6） その他必要な事項 

２．構   成 

   委員会の構成員は、協会員のうちから、

協会長が委嘱する。 

３．委 員 長 

（1）委員長は、委員のうちから協会長が指名

する。 

（2）委員長は、委員会の事務を掌理し、委員

会を主宰する。 

（3）委員長は、委員会の業務の進捗状況及び

成果を協会長に報告しなければならない。 

４．解   散 

協会長は、委員会が所要の業務を完了した

とき、又は、設置期間が経過したときは、当

該委員会の解散を命ずるものとする。 
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７．海外等技術研修の運営規約 

昭和 60年 7月 13日改正 
平成 10年 6月 12日改正 
平成 15年 6月 6日改正 
平成 18年 6月 9日改正 

 

（主   旨） 

 わが国経済の高度成長と土木行政の変化、建

設技術の向上と国民の行政に対する要求の多

様化に伴い、福島県においても地方定住と都市

化の進展が顕著であり、様々な問題を抱えてい

る。 

 このため、県土の発展基盤をなす建設事業に

携わる福島県建設技術者としては、広く海外に

目を開き、新たな観点から土木・建築のあり方

について、認識を深めていくことが必要となっ

ている。 

（目   的） 

第 1条 （一社）全日本建設技術協会「以下全

建という」の設立の主旨にしたがって福島県建

設技術協会「以下福建という」会員が技術の向

上を図るために海外等の技術研修を行うもの

である。 

（名称及び事務局） 

第 2条 本会は、福島県建設技術協会海外等研

修運営委員会「以下運営委員会という」と称し、

本部を福建内におく。 

（組織と運営） 

第 3条 本会の円滑な運営を図るために、運営

委員会を設ける。運営委員会は、会長 1名、副

会長 4名より構成するものとする。 

（資   格） 

第 4条 海外等技術研修参加資格者は、福島県

建設技術協会規約による福建の正会員であり、

所属長の推薦を受け、運営委員会の認めた者と

する。 

２．海外等技術研修資格者は、入会後 10 年を

経過した者とする。 

（海外等研修会の内容） 

第 5条 原則として、全建が主催する海外等技

術研修とし、その他技術の向上に必要と認めら

れる研修について運営委員会で承認し、土木部

長及び市町村長が決定するものとする。 

（助成金の限度） 

第 6条 海外等技術研修経費の 1／2とする。 

（海外等技術研修参加手続） 

第 7 条 海外等技術研修に参加しようとする

者は、別紙様式 1 の「海外等技術研修申込書」

により運営委員会に対して申込を行い、これに

より運営委員会で推薦するものとする。 

（帰国後の報告の義務） 

第 8条 参加者は、帰国後速やかにレポートに

より報告するものとする。 

（そ の 他） 

第 9 条 本規約によりがたいものについては、

運営委員会で決定するものとする。 
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様 式 １ 

海外等技術研修申込書 

令和  年  月  日 

海外等技術研修運営委員長殿 

所属名 

役職名 

氏 名 

               住 所              ㊞ 

海外等技術研修等参加したく、所属長の承諾を得、ここに申込いたします。 

 

 

所 属 長 の 承 諾 

 

上記の者について、海外等技術研修に参加することを推薦いたします。 

 

              職・氏名              ㊞ 

 

 

 

 

 

８．福島県建設技術協会「功労賞」の表彰規定 

平成 12年 6月 9日改正 

令和 5年 5月 31日改正 

令和 7年 5月 31日廃止 
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９．福島県建設技術協会会員顕彰要領 

（目   的） 

第 1 この要領は、優秀会員の顕彰に関する

必要な事項を定め、優れた会員を広く顕

彰することにより、「ものづくり」に携わ

っている会員の誇りと意欲を増進させ、

会員の能力と資質の向上を図るととも

にその社会的評価・地位の向上を図り、

もって福島県建設技術協会の健全な発

展に資することを目的とする。 

（顕彰の種類） 

第 2 顕彰の種類は次のとおりとする。 

  福島県建設技術協会会員顕彰 

（顕彰の対象） 

第 3 顕彰する対象者は、入会後 3 年以上経

過している会員とする。 

（顕彰基準） 

第４ 顕彰は次の各号のいずれかに該当す

る会員について行う。 

（1）建設行政の遂行にあたり特に模範とな

る会員 

（2）常に地域社会に貢献し、協会及び建設行

政のＰＲに貢献した会員 

（3）会員相互の親睦に積極的貢献し、後進の

指導・育成に努めている会員 

（4）その他顕彰することが適当と認められ

る会員 

（顕彰の内申） 

第 5 方部委員は、各方部内の会員の中から

第 3 及び第 4 に該当する会員を選考し、

組織部長あて内申するものとする。 

（顕彰選考会） 

第 6 顕彰を受ける者を選考するため、「福島

県建設技術協会会員顕彰選考会」（以下

「選考会」という。）を置く。 

2 選考会の委員長は、副会長の中から互選

した者を会長が任命し、その他の委員は

常任委員、執行部の中から会長が任命し

た者をもって構成する。 

（選考会の審査） 

第 7 選考会は、第４の規定により内申され

た内容について慎重に審査を行い、顕彰

の候補者を選考するものとする。 

2 選考する候補者は若干名とする。 

3 委員長は、選考会の結果を会長に報告す

るものとする。 

（顕   彰） 

第 8 会長は、報告を受けた会員の中から被

顕彰会員を決定し、常任委員会に報告す

るものとする。 

2 顕彰は、毎年 1 回とし通常総会の席上顕

彰するものとする。 

（顕彰にかかる事業分掌） 

第 9 この要領による事務は、組織部が行う。 

（補   則） 

第 10 この要領に定めるもののほか、顕彰の

実施に関し必要な事項は、委員長が別に

定めるものとする。 

 

附 則 

 この要領は、平成 9 年 5 月 19 日から施行

する。 

附 則 

 この要領は、平成 25年 4月 26日から施行

する。 
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１０．福島県建設技術協会技術資格取得支援要領 

平成 27 年 6 月 5 日改正 
平成 28 年 5 月 27 日改正 
平成 30 年 6 月 1 日改正 
令和元年 5 月 31 日改正 
令和 5 年 5 月 31 日改正 

 

（目  的） 

第１ この要領は、会員の技術資格取得支援

に関する必要な事項を定め、技術資格を

取得した会員を支援することにより、会

員の能力と技術向上を図り、学習する職

場環境を創造し、もって福島県建設技術

協会の健全な発展に資することを目的

とする。 

 （支援制度の種類） 

第２ 支援の種類は次のとおりとする。 

   技術資格取得支援 

 （支援制度の対象） 

第３ 支援する対象者は、技術資格を取得し

た正会員とする。ただし、申請等だけで

取得した正会員を除く。 

 （支援基準） 

第４ 支援は、技術資格試験に合格し、合格発

表の日から６ヶ月以内に合格証の写し

を提出した会員について行う。  

 （支 援 金） 

第５ 技術資格取得１資格について、５千円

を支援する。ただし、一人２つの資格取

得までとする。 

 （対象資格） 

第６ 別紙表のとおりとする。 

 （支援にかかる事務分掌） 

第７ この要領による事務は福島県建設技術

協会調査部が行い、その庶務は同事務局

が行う。 

 （補 則） 

第８ この要領に定めるもののほか、支援の

実施に関し必要な事項は、会長が別に定

める。 

 附 則 

   この要領は、平成 23 年 1 月 14 日から施

行する。 

    

（別紙）資格取得支援・対象資格 

１ 建設業関連の国家資格 

(1)技術士（建設業に関係がある部門）、 技

術士（総合技術監理部門）、技術士補 

(2) 1級・2級建築士、構造設計 1級建築士、

設備設計 1級建築士 

(3) 1級・2級建設機械施工技士 

(4) 1級・2級土木施工管理技士 

(5) 1級・2級建築施工管理技士 

(6) 1級・2級造園施工管理技士 

(7) 1級・2級管工事施工管理技士 

(8) 1級・2級電気工事施工管理技士 

(9) 第 1種・第 2種電気工事士 

(10) 1種・2種・3種電気主任技術者 

(11) 建築基準適合判定資格者 

(12) 宅地建物取引士 

(13) 測 量 士 

(14) 土地区画整理士 

(15) 気象予報士 

(16) 建築設備士 等 

 

２ 建設業関連の民間資格 

(1) コンクリート主任技士 

(2) 舗装施工管理技術者（1級、2級） 

(3) 下水道技術検定（第1種､第2種､第3種） 

(4) 空港工事施工管理技術者 

(5)日商簿記検定試験(1級､2級､3級) 等 

※ 上記のほか、国土交通省が登録する「国

土交通省登録資格」を対象とする。 

※ なお、上記にない建設業関連の資格につ

いては、その都度追加することができる。 
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１１．東北地区建設技術協会連合会 広報・技術研鑽奨励賞 

福島県建設技術協会選考・決定要領 
（目  的） 

第 1 この要領は、広報・技術研鑽奨励賞の

選考・決定に関する必要な事項を定め、広

報及び技術的に顕著な功績を上げた若手・

中堅職員を授賞対象者とすることにより、

若手・中堅職員の能力や資質の向上及び福

島県建設技術協会（以下、本協会）の活動

の活性化を図ることを目的とする。 

（選考の種類） 

第 2 選考の種類は次のとおりとする。 

 東北地区建設技術協会連合会 広報・技術

研鑽奨励賞 

（選考の対象） 

第 3 選考する対象者は、本協会の正会員の

うち、若手・中堅会員及び若手・中堅職員

を含む会員で構成されるグループ（以下、

「会員等」という。）とする。 

（選考基準） 

第 4 選考は次の各号のいずれかに該当する

会員等とする。 

（1）活動が地域社会に貢献し、マスコミ等で

紹介されるなど本協会及び建設行政のイ

メージ向上に貢献した会員等。 

（2）研究発表会等で、表彰もしくは表彰に次

ぐ優秀な発表を行った会員等。  

（3）その他表彰することが適当と認められ

る会員等。 

（内  申） 

第 5 方部委員は、各方部内の正会員の中か

ら第 3 及び第 4 に該当する会員等を選考

し、組織部長あて内申するものとする。 

 

（選 考 会） 

第 6 選考は、福島県建設技術協会会員顕彰

要領第６において設置される「福島県建設

技術協会会員顕彰選考会」（以下「選考会」

という。）において行う。 

（選考会の審査） 

第 7 選考会は、第５の規定により内申され

た内容について慎重に審査を行い、候補の

会員等を選考するものとする。 

2 候補の会員等は 2名（団体）までとする。 

3 委員長は、選考会の結果を会長に報告す

るものとする。 

（授賞対象者の決定） 

第 8 会長は、報告を受けた候補の会員等の

中から受賞対象者を決定し、常任委員会お

よび東北地区建設技術協会連合会に報告

するものとする。 

（事業分掌） 

第 9 この要領による事務は、組織部が行う。 

（補  則） 

第 10 この要領に定めるもののほか、選考の

実施に関し必要な事項は、委員長が別に定

めるものとする。 

 

附 則 

 この要領は、平成 28 年 2 月 3 日から施行

する。 
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１２．福 建 機 構 図 
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